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緒言 

本県では畜産特別資金を借り入れた畜産経営に対する経営指導は、融資機関である農協のほ

か、県畜産協会、県連合会、家畜診療所等の関係団体と県家畜保健衛生所等が支援協議会を設

立し、関係機関が連携して実施している（図 1）。 

 畜産研究センターは、支援協議会

の技術指導に必要な分析等を実施し

間接的に支援しているが、今回当該

資金の融資機関かつ指導機関である

地元農協から、育成牛の飼養管理改

善及び後継者の繁殖技術習得のため

の助言指導の要請があったことから、

支援協議会の一員として現地で調査

及び指導を行ったので、その概要を

報告する。 

 

材料及び方法 

１ 酪農家の概要 

当該酪農家は、成牛 42頭の繋ぎ飼

い、自然流下式の牛舎で、平成 27

年の指導開始時は経産牛 22 頭を飼

養していた（写真 1）。育成牛は、公

共育成牧場に 10頭を預託し、6頭が

繋ぎ飼いされていた。草地は、約

20haを所有しているが、自給飼料栽

培は 5.3haとなっている。そのほか

大根を 30a栽培していた。 

 酪農に従事しているのは、農場主

と後継者となる次男で、大根栽培を

担当する長男が搾乳の補助を行って

いる。この他に、アイスクリームな

どの乳製品を販売する店舗を持ち、

農場主とその妻が店舗を運営してい

る。 

 

２ 技術指導の概要 

農協からセンター内での後継者の技術研修の要望があり、最初に平成 27年 1月から 2月に当

センターで開催した人工授精師養成講習会を後継者に受講してもらった。4 月に農場の現地調

査を行い、6月にセンターで 4日間人工授精技術の研修を実施した。 

当初、センターでの 1年間程度の研修を希望していたが、後継者が既に農場の仕事を担当し

ており当センターへ長期間通うことが難しいこと、現地調査の結果、繁殖技術の習得のために

図 1 酪農家の支援体制 

写真 1 牛舎内の様子（平成 27年 4月） 



は飼養環境の改善を行うことが効率的であること、また支援協議会から育成牛の飼養改善も併

せて指導して欲しいとの依頼があったことから、センターでの技術研修から農場に研修場所を

切り替えて、繁殖技術及び育成牛の飼養管理に関する指導を平成 28 年 4 月からこれまで延べ

50回実施した。 

 

成績 

１ 繁殖に関する技術指導 

これまで農場には人工授精技術を持つ者がおらず、家畜診療所の獣医師が人工授精を実施し

ていたが、今後は後継者が人工授精を実施し可能な限り経費を削減したいとの農場主の意向で

あったが、現地調査の結果、当農場の繁殖に関する問題として、発情発見の技術が不十分なた

め獣医師への依頼が遅れ、空胎期間が延びていること、後継者は人工授精の経験が不足してお

り授精適期の判断が不十分である、飼料給与量の不足による削痩が原因と思われる発情回帰の

遅延の 3つの課題が認められた。 

改善策として、発情の観察がしやすいよう牛舎の片付と清掃の励行とともに牛体後躯が汚れ

ている牛が多いため、牛床やスノコの除糞の励行と牛体の清掃を指導した。また、発情発見の

ため、1日 3回の牛体を観察する時間を持つよう指導した。 

 後継者は人工授精が早い傾向があったため、発情開始から 12時間後の人工授精の徹底を指導

した。また、飼養管理の改善では、分娩後 40～50日の血中尿素窒素やアルブミンが低い傾向に

あったため（表 1）、県酪連、全酪連と連携し、粗飼料のタンパク質を調整した飼料設計を行う

とともに、実際の給与量が正確か目合わせを行い、残飼を考慮した飼料給与になっているか確

認し指導を行った。 

表 1 繋養牛 12頭の分娩後 40～48日の牛の血液成分 
 

ボディコンディ ルーメン 尿素窒素 ヘマトクリット アルブミン 

 ションスコア 

2.6 

スコア 

3 

mg/dL 

11.2 

   ％ 

29.4 

g/dL 

3.5 

グルコース 

mg/dL 

63.8 

コレステロール 

mg/dL 

174.7 

AST 

U/L 

81 

GGT 

U/L 

35.2 

カルシウム 

mg/dL 

10.2 

 

併せて、牛舎の構造上、乾乳牛の盗食が多く過肥の傾向であったため、潜在性ケトーシスの

有無の確認を目的として、糖尿病簡易測定キット（プレシジョンネオ、アボットジャパン社）

を用いてβ-ヒドロキシ酪酸の測定を実施したが、0.4～0.8 mmol/L、潜在性ケトーシスの基準

写真 2 牛床やスノコの状況 写真 3 飼料給与量の目合わせ 



値とされる 1.2 mmol/Lを下回り、当牛群で異常は認められなかった。 

また、成牛は、自然流下式の汚れたスノコの上で分娩し、その後もスノコの上に後躯が接触

するよう横臥することから、子宮内膜症等の発生有無や栄養不足による子宮回復の遅延等を確

認するため、子宮内膜細胞検査いわゆる牛用サイトブラシ（メトリブラシ、富士平工業(株)）

を用いたエンドサイト検査を分娩後 40～50日目に実施したが、多形核白血球の割合は、0.8～

6.6％となり、難産の牛が 58％となったのを除くと繁殖成績に影響があるといわれる 8％を下回

った。 

 なお、分娩後 100日を過ぎても、発情の周期が確認できない牛や受胎しない牛については、

家畜診療所が、膣内留置型黄体ホルモン製剤（イージーブリード、家畜改良事業団）を利用し

た人工授精等を実施している。 

 約 1年間の取り組みの結果、後継者が受胎させた牛の発情発見率を計算すると発情発見率は

79.9％で、一般的な目標とされる 80％と同水準となっている。平成 28年 11月から 1年間の受

精状況は、前年と比較して向上しており、後継者は概ね基本的な人工授精技術を習得したとい

える状況になっている。 

ただし、長期不受胎牛の淘汰更新が進んでいないなど、農場の繁殖成績は引き続き改善して

いく必要がある。 

 

２ 育成牛の飼養管理 

 調査指導開始時には、子牛及び育成牛は、ロー

プによる繋ぎ飼いが行われていた（写真 4）。また、

飲水器も成牛用のウォーターカップが 2か所に取

り付けられ、十分に子牛が水を飲めない状況であ

った。飼料給与プログラムを持っておらず、調査

の結果、飼料給与量、摂取量ともに不足し、特に

タンパク質の給与が不足していた。当該農場は、

原則として 5か月齢程度で育成牧場に預託するが、

サルモネラ、白血病検査の結果、預託できない牛

は育成期においてもロープで繋がれて飼育されて

いた。 

 そこで、農場主、農協と協議の上、育成牛の牛

房を 4か所整備し、子牛、育成牛が自由に動ける

よう改善した。また、子牛用のウォーターカップ

及び餌箱を設置し、飼料が汚れないように改善し

た（写真 5）。 

また、日本飼養標準・乳牛（2006年版）を参考

に各ステージの飼料の切り替え方法と注意事項な

どを記載した育成の飼養管理プログラムを作成し

た（図 2）。また、飼料給与量が設計通りか確認す

るため、使用するスコップ等での目合わせも行い、

秤を設置して、乾草の給与量を確認する方式に変

更した。 

 図 3に調査時に使用していた 3頭の育成牛の体

高及び胸囲の変化を示した。白抜きのマーカーが

改善前、塗りつぶしのものが改善後の個体の値を

写真 4 子牛の飼育状況（改善前） 

写真 5 子牛の飼育状況（改善後） 



示している。点線は、平成 7年に公表されたホルスタインの標準発育値である。育成牛の飼養

管理の変更により、全ての体高、胸囲の数値は改善し、良好な発育を示した。また、各牛とも

15か月齢までに受胎し、24か月齢分娩が可能な状態となっている。この他、改善後に生まれた

育成牛も現在まで良好な発育を示している。 

 

 

図 3 育成牛の体高及び胸囲の改善の状況 

0日齢 7日 14日 21日 28日 35日 42日 49日 56日 63日

0週齢 1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 9週

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

0.1 0.2 0.5 0.8 1 1.5 2kg

サイレージ

体重40㎏ 45 50 55 77 122 147 172 225 277 328 375 419 458 540

体高75cm 81 86 96 101 105 112 118 122 127 130 133 138

全酪連育成
前期

乾草
不断給餌（2.5～6㎏） 不断給餌（6.5～12㎏）

不断給餌（3～10㎏程度）

育成後期飼
料

　　　　自由採食（0.1～1㎏）

代用乳（粉ミルク）

人工乳(離乳
用、ﾓｰﾚｯﾄ)

育成後期
初回発情確認 授精開始 過肥の防止時期

哺乳期

    様子を見ながら増量していく (自由採食）

水

2月 齢 3月齢

哺育期 育成前期

初乳

1月齢0月齢

育成牧場へ

離
乳

初 乳：分娩後4時間以内に2リットル、さらに6時間以内に2リットル給与その後７日目くらいまで1回2リットル、1日2回給与

代用乳：250ｇをお湯（40℃）に溶かして1日2回給与 バケツはきれいに洗って乾燥させること

人工乳を3日間続けて0.5㎏を食べるようになれば、６週齢前でも離乳を開始する。離乳時はミルクは朝だ
け給与し、人工乳の摂取量を見ながら5日程度かけてミルクをやめる。

ミルクを与えていても、水は生後3日目頃から与え
る。新鮮な水が飲めるように汚れたら取り替える

離乳後しばらくは、ウォーターカップを押せない牛がいるので、随時確認し、水を出す。ウォータ
カップのエサのこぼれ等は清掃する

生後3日目頃から少量与える。離乳時まで
は0.2㎏程度でもよいが、汚れたら交換

人工乳は生後3日目頃から50gくらいでスタート 残飼は除き、新しいものを入れる

高水分（水分70％以上）のサイレージは給与しない
残飼は除き、新しいものを給与

2kg(過肥防止のため、やり過ぎないこと)

2kg(過肥防止のため、やり過ぎないこと)

濃厚飼料を切り替えるときは、２～３日かけて切り替えていく

新鮮な水を自由に飲めるようにしないと、人工乳、濃厚飼料、粗飼料の摂取量は増えないので注意！

図 2 育成牛の飼養管理プログラム 



考察 

 今回、後継者への繁殖技術指導及び育成牛の飼養改善については、当初の目的を概ね達成さ

れたと考えられる。しかしながら、経営の改善のためには以下の解決すべき課題が残されてい

る。 

 農場主が牛舎管理のほか、店舗での乳製品製造等も行っており、繁忙期には牛舎の管理が行

き届かなくなり、分娩事故の発生や乳生産の低下など発生し、経営改善の大きな障害となって

いる。そのため、作業分担の明確化を検討するとともに、後継者が牛舎管理全般を担えるよう

育成していく必要がある。 

 また、ストールでの分娩の事故の発生は、乳生産のみならず牛群の更新にも大きな影響を与

えていることから、今後、育成スペースの改修し乾乳牛の分娩場所を確保する必要がある。 

 また、これまで牛舎の改修や設備の更新が殆ど行われていないため、経営改善中で難しい状

況ではあるが、長期に及ぶ資金の償還を考慮すると、計画的な整備が必要であり、引き続き関

係機関が連携して指導を行い、農家の意欲を維持していくことが必要である。 
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